
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ） 0

指摘事項等への対応

□監査

□決算特別委員会

□県民協働による事業改善

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 0 0 36,831

24,774

概　算
人件費 0 0 0

3.00

Aの
財源

57

0 0 0

0 0 0

成果目標の達成状況

H26末
（見込）

H27

12,057
対象児童の大
学等進学率

ー
H27年度

進学率向上

目標 成果 達成状況
項目

当初予算 0 12,057
事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度 26年度 27要求

0 0 0 0

27予算案

0 0 0 0 12,000

成果目標・
事業内容

○ 大学等の高等教育機関に進学できる環境（就学資金の給付）を整える。（支給人数：毎年10名程度）

（単位：千円）　

H28
目標

補正予算

合計（A)

予
算
額

前年度繰越

項目 実施方法 H27実施内容
H26 H27

（当初）

　 5　すべての子どもの学びを保障する支援 実施期間 H27

県が関与
する理由

～

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

「しあわせ信州創造プラン」の施策の総合的展開として、「すべての子どもの学びを保障する支
援」を掲げており、寄付金を財源とした基金を活用することが効果的である。県民との協働による実施： 実施中

　経済的困難を有するだけでなく、親がいない又は親との関係が希薄であるなどの理由により学習の継続への動機付けが不足し、進
学の道がとざされがちな環境にありながらも、意欲ある学生を支援するための奨学金を給付する。

○ 県内の児童養護施設に入所措置された児童のうち、大学等への進学率は2～３割で推移している。

目指す姿

現状
（予算編成

時）

（指摘事項等）

 なし

（対応）

要求からの主な変更点  当該事業内容を使用目的とした寄附金の申し出により、事業を創設

事業番号 04 08 04 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

事　業　名 飛び立て若者！奨学金給付事業 担
当
課

部局 県民文化部

課・室 私学・高等教育課

総合５か
年計画

プロジェクト  E-mail shigaku-koto@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
7-1 子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

合計 0 0 12,057

（要求） （予算案）

飛び立て若者！奨学金給付
事業

補助金
 寄附金を財源とした「ルートイングループ・永山勝
利」大学修学等支援基金を設け、その基金からの繰
出金を充当し、奨学金給付事業を実施する。

－ 0 6,000

その他経費 直接
 奨学金支給者選定委員の報償費・費用弁償及び、
基金積立金

－ 0 6,057

mailto:shigaku-koto@pref.nagano.lg.jp

